
 

  



 

 

～講評～ 

[１] 小問集合。（１）放物線と直線、（２）定積分で定義された関数、（３）対数関数、（４）群数列、（５）順列の

計算、（６）2 円の位置関係。内容、計算とも易しく、教科書の章末問題程度の問題。出来れば全問解答、最低

でも 5 問はとりたい。 

[２] 正八面体に関する様々な量を求める問題。最後のカとキがやや難しかったが、それ以外は初等的な幾何の問

題であり、適切な断面図をかいて考えれば難しくない。しっかり得点しておきたい。 

   蛇足ではあるが、（５）は東京女子医科大学の問題と全く同じ問題であった。 

[３] 不等式の解の範囲について、必要条件・十分条件を求める問題。数直線を書いて、不等式で表される領域の包

含関係を考えれば良い。落ち着いて取り組めば完答できる難易度であった。丁寧に取り組んで取りこぼしがな

いようにしたい。 

 

１日目よりはやや難度が上がった。特に図形や群数列、命題など、数学が苦手な受験生には辛いテーマが並んで

おり、得点しにくかったかもしれない。合格ラインとしては 65％を目指したいところ。 


